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すず
神奈川 県農業総合研究所 根府川 試験場 鈴 木 誠

は じ め に

本県の主要な作物で あ る キ ャ ベ ツ や ト マ ト な ど の葉菜

類， 果菜類 を加害す る ヤ ガ科害虫 ( ヨ ト ウ 類) の被害が

深刻 な 問題 と な っ て い る 。 特 に オ オ タ バ コ ガ は 1997 年

か ら 本県 で発生が 目 立 ち 始 め ， ハ ス モ ン ヨ ト ウ と 同様 に

加害す る 作物が多 く ， 幼虫が農薬の効果の及びに く い子

実な ど に食入す る た め難防除害虫 と な っ て い る 。

ヤ ガ科害虫 に 対 し て は薬剤防除が一般的であ る が， 近

年環境保全の観点か ら そ の使用量 を 削減 し て い く 方向 に

あ り ， さ ら に ， 害 虫 と 共存 を 目 指 す 総 合 的 害 虫 管 理

(IPM) の 方 向 に 有害生物 の 管理法 も 進 ん で い る 。 こ の

た め に は， 環境負荷 の 少 な い ， 天敵の利用 や土着天敵の

温存技術 を積極的 に 導入 し て い く 必要性が求め ら れて い

る 。

害虫 の 生物的な 防除法 と し て ， 生物農薬的 な大量放飼

と ， IPM を 念頭 に お い た 土着 の 天敵相 の 活動 を 援助 す

る よ う な利用 法 を 考 え た 場合， 野外で ど の時期 に どの よ

う な種類の天敵が どれ く ら い活動 し て い る か を把握す る

こ と が重要で あ る と 考 え ら れ る (野田， 1997) 。

ヤ ガ科害虫 の天敵相 に 関 し て は ， い く つ か の報告があ

る が (安松 ・ 渡辺， 1964 ; 後藤 ら ， 1986 ; 筒井 ・ 本間，

1985 ; 高篠 ら ， 1998) ， 神奈川 県 を 含 む 南 関 東地域で の

報告 は 見 当 た ら な い。 そ こ で， ヤ ガ科害虫 に 寄生す る 天

敵 の 種類 や 発生消 長 を 神奈川 県 農業総合研究所 (平塚

市) に植栽 さ れて い る 葉菜類， 果菜類 に お い て 調査 し ，

ま た そ の寄生特性 に つ い て い く つ か の試験 を行 っ た と こ

ろ ， 若干の知見が得 ら れた の で紹介 し た い。

本文 に 入 る に 先立 ち ， 寄生蜂 を 同定 し て 下 さ っ た 農業

環境技術研究所 小西和彦博 士， 森林総合研究所 前藤

薫博士， 並 び に貴重な ご助言 を い た だ い た 神奈川 県農業

総合研究所 真子正史博士， 神奈川 県病害虫防除所長 矢

吹駿一氏 に 厚 く お礼 申 し 上 げ る 。

I ヤ ガ 科書虫の寄生性天敵

1997 年か ら 99 年 に か け て ， 当 所露地圃場 に 植栽 さ れ

Parasitic Native Enemies to Some Noctuid Larvae in Kanag­

awa_ By Makoto SUZUKl 

( キ ー ワ ー ド : ヤ ガ科害虫， 土着天敵， 寄生蜂， 寄生パエ )

て い る ト マ ト ， ピ ー マ ン ， キ ャ ベ ツ な どか ら ， 自 然発生

し た ヤ ガ科害虫 ( オ オ タ バ コ ガ， タ バ コ ガ， ハ ス モ ン ヨ

ト ウ ， ヨ ト ウ ガ， シ ロ モ ン ヤ ガ， ウ ワ パ類お よ び シ ロ シ

タ ヨ ト ウ ) を合計 1 ， 570 頭採集 し た 。 本文 中 で は オ オ タ

バ コ ガ と タ バ コ ガ を 区別せ ず タ バ コ ガ類 と 記述 し た も の

も あ る が， こ れ は 採集時点 で の 2 種の識別が困難 な た め

で あ り ， 未寄生で正常 に 羽化 し た 個体 を 調 査 し た と こ

ろ ， ピ ー マ ン を 加害 し て い た 幼 虫 の 約 50% は タ バ コ ガ

で あ り ， ト マ ト な ど他の作物 で は ほ と ん どがオ オ タ バ コ

ガであ っ た 。 採集 し た幼虫 は ， 死亡 ま た は羽化す る ま で

人工飼料 を 用 い て 250C， 12  L-12 D 条件下で個体飼育 を

行い， 天敵な ど に よ る 死亡要因 を ほ ぼ毎 日 調査 し た 。

1 寄生消長

ヤ ガ科害虫 か ら 得 ら れた 寄生性 の 天敵 は ， 寄生蜂 で は

ヒ メ パチ科の Campoletis chlorideae (UCHIDA， 1957) ( タ

バ コ ア オ ム シ ヤ ド リ パ チ ) と コ マ ユ パ チ 科 の Meteorus

pulchricornis (WESMAEL， 1835) ( ギ ン ケ ハ ラ ボ ソ コ マ ユ

パ チ ) ， Microplitis mediator (HALlDAY， 1834) ， お よ び

ト ピ コ パチ科の l 種で あ っ た 。 さ ら に ， ヤ ド リ パエ科の

寄生パエ (未同定) と 昆虫病原糸状菌 (未同定) も 確認

し た 。 (表 1) 。

こ れ ら の う ち ， C. chlorideae と M. ρulchricornis お

よ び寄生パエ は採集年次 に よ り 寄生率の 変動が見 ら れた

も の の 3 年間続 け て確認 さ れ た 。 そ の寄生率 は タ バ コ ガ

類では C. chlorideae は 0 _ 5� 1 1 % ， M. pulchricornis で

は 2�43%. ヤ ド リ パエ 科 で は 0�0 _ 5% で あ り ， ハ ス モ

ン ヨ ト ウ で は そ れ ぞ れ， 4�16%， 1�8%， 0 _ 6�4 _ 3% 

であ り ， 中沢 (1970) や高篠 ら ( 1998) の報告 と 同等 か

そ れ以上の寄生率 を 示 し ， こ の 3 種 は 本県 に お け る タ バ

コ ガ類 と ハ ス モ ン ヨ ト ウ に対す る 寄生性天敵の優占種で

あ る と 考 え ら れた 。

本 県 で の 寄生消長 は， C. chlorideae は 8 月 中 旬 か ら

10 月 下旬 ま で に ， M_ ρulchricornis は C. chlori・deae の

寄生が減少 し 始 め る 9 月 下旬 か ら 1 1 月 下旬 ま で寄生 を

確認 し た 。 一方， 寄生ノ f エ と 昆 虫病原糸状菌 は， 2 種の

寄生蜂 の 寄生が減少す る 10 月 中 旬 か ら 寄生 が増加 し，

天 敵 の 種類 に よ り 発 生 消 長 が 異 な る こ と が わ か っ た

(図-1) 。

2 寄生率の作物間差

採集 し た 作物別 の 寄生率 を比べた と こ ろ ， 寄生数が多
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露地圃場か ら 採集 し た ヤ ガ科幼虫の死亡要因 と 死亡率表 - 1

要因別死亡率 ( % )
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採集作物別の ヤ ガ科幼虫の死亡要因表 - 2

要因別死亡率 (%)
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A : Campoleti・s chlorideae ( ヒ メ パチ科) . B :  Meteorus pulchri・'cornis ( コ マ ユパチ科) . C :  Micro. 
ρlitis mediatoγ ( コ マ ユパチ科) . D : 寄生蜂 ( ト ピ コ パチ科) . E : 寄生パエ ( ヤ ド リ パエ 科) . F : 昆虫病

原糸状菌.

マ リ ー ゴ ー ル ド で は 花 の 中 に幼虫が食入す る た め ， 天敵

に 遭遇す る 機会が少 な い こ と も 原因 と 考 え ら れた 。

ト マ ト の場合， 農薬無散布 と 慣行防除の比較 も あ わ せ

て 行 っ た が， C. chlorideae を 除 く ほ か の 天敵 の 寄生 率

は 明 ら か に 無防除 ト マ ト で多 く な る 傾向 に あ っ た (表ー
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く ， ま た 多種 に わ た っ て 天敵が得 ら れた 作物 は ト マ ト で

あ り ， 次 に キ ャ ベ ツ で あ っ た (表ー2) 。 こ れ は， こ の 二

つ の作物での採集数が極端 に 多 い こ と や， 加害す る ヤ ガ

科害虫 の種類が多 い こ と に 原因が あ る も の と 思わ れ る 。

し か し ， ピ ー マ ン で は子実の 中 に ， オ ク ラ ， カ ボ チ ャ ，
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2) 0 C. chlorideae の 寄生率が慣行防除 ト マ ト で高 く な

っ た 原因 は 不明 で あ る が， 本積が あ る 程度 の殺虫剤抵抗

性 を有す る こ と も 考 え ら れ， 今後 さ ら に 検討す る 必要が

あ る と 思わ れ る 。

E ヤ ガ科害虫の寄生蜂

1 Campoletis chlorideae ( タ バ コ ア オ ム シ ヤ ド

リ パチ )

C. chlorideae は， タ バ コ ガ (安松 ・ 渡 辺， 1964 ; 中

沢， 1970) ， ツ メ ク サ ガ (後 藤， 1986) ， ヨ ト ウ ガ (後

藤， 1986) ， タ バ コ ガ類 (高篠 ら ， 1998) な ど の 寄生蜂

と し て 記載 さ れて い る ， 成虫 の 体長 が 5----6 mm 程度 の

単寄生性の蜂であ る 。 繭 は長径 6 . 5----7 mm， 短径 2 mm
がい

の 白 地に 黒斑の あ る 俵型であ り ， 寄主 の 表皮 1 枚 と 頭査

を残 し蜂の幼虫が脱出 し ， す ぐ そ ばで繭 を 形成す る 。 本

県で は タ バ コ ガ類 と ハ ス モ ン ヨ ト ウ で多 く の寄生 を確認

し た が， シ ロ モ ン ヤ ガ と ヨ ト ウ ガ で は 1 例ずつの寄生 し

か確認で き な か っ た (表一1 ) 。

シ ロ モ ン ヤ ガ の 場合， 幼虫 を 採集 し た の が 12 月 1 日

の春 ど り キ ャ ベ ツ で あ り ， 既 に 幼虫 は越冬状態 に 入 っ て

い る 時期 と 考 え ら れ る 。 こ の こ と か ら ， 本寄生蜂 は神奈

川 県 に お い て は幼虫越冬す る 見虫 に 寄生 し ， 冬 を越す も

の と 考 え ら れ る が， ま だ 1 例 の み の 寄生であ る の で， 詳

細な調査が必要 と 考 え ら れ る 。

C. chlorideae の 寄生 に よ る ヤ ガ科幼虫 の 死亡 は ， 齢

が進んだ老熟幼虫 か ら は認め ら れず， 若~中齢幼虫 の み

か ら で あ り ， 高 篠 ら ( 1998) の 報 告 と 同 様 で あ っ た

(表-3) 。 そ こ で， C. chlorideae 成虫 10 頭前後 を ， 人工

飼料で飼育 し て い る 寄主 昆 虫 と 砂糖水 を入れた プ ラ ス チ

ッ ク ケ ー ス (350 x 255 x 60 mm) に 2----8 日 開放飼 し ，

放飼終了 後 に 寄主見虫 を 人工飼料 を 用 い て 個体飼育 し ，

寄生蜂の寄生率 と 寄主昆虫 の生育状況 を調査 し た 。

そ の結果， 寄主 を ハ ス モ ン ヨ ト ウ と し た 場合， 寄生蜂

放飼時 の 寄 主 の 齢 が 2 齢以 降 だ と ， C. chlorideae は 寄

生す る こ と がで き ず， 1 齢幼 虫 の み に だ け 寄生 が可能 で

あ っ た 。 ま た 寄主 を オ オ タ バ コ ガ と し た 場合 に は， 放飼

時の寄主の齢が 2----3 齢 の と き に だ け 寄生 す る こ と が可

能で あ り (表 4) ， 室 内 試験 お よ び野外採集個体 の 寄生

状況か ら 見て ， 本種 は 中~老齢幼虫 に は寄生で き な い こ

と が明 ら か と な っ た 。 そ の理 由 と し て ， 中~老齢幼虫 で

は表皮が固 く 産卵 で き な い こ と や， ま た は産卵が可能で

あ っ て も 老熟幼虫が寄主体 内 か ら 脱出 で き な い こ と が考

袋 一 3 齢期別 の ヤ ガ科幼虫の死亡要因 と 死亡率

採集齢 採集数 死亡数
要 因 別 死 亡 率 (% )

c. chlorideae M. pulchricornis ヤ ド リ パエ 科 糸状菌 不明

タ バ コ ガ類 若齢 245 91 19 . 2  4 . 9  。 。 13 . 1  

中齢 427 1 13  4 . 9  10 . 3  1 . 9  0 . 5  8 . 9  

老齢 149 35 。 6 . 7  4 . 7  1 . 3  1 0 . 7  

ハ ス モ ン ヨ ト ウ 若齢 32 15 12 . 5  15 . 6  。 。 18 . 8  

中齢 5 1  35 9 . 8  15 . 7  1 1 . 8  9 . 8  2 1 . 6  

老齢 14 10 。 7 . 1  2 1 . 4  7 . 1  35 . 7  

ヨ ト ウ ガ 若齢 18 7 。 。 。 。 38 . 9  

中齢 23 8 。 。 8 . 7  。 26 . 1  

老齢 7 6 。 。 57 . 1  。 28 . 6  

シ ロ モ ン ヤ ガ 若齢 7 5 14 . 3  。 。 1 4 . 3  42 . 9  

中齢 32 15 。 。 12 . 5  3 . 1  3 1 . 3  

老齢 15 7 。 。 26 . 7  13 . 3  46 . 7  

表 - 4 C. chlorideae を放飼 し た時の寄主昆虫に対す る 寄生率

寄主昆虫 寄主 の齢 供試虫数 寄主数 (%) 嫡化数 (% ) 死因不明 ( % )

ハ ス モ ン ヨ ト ウ 1 198 頭 23 頭 ( 1 1 . 6) 101 頭 (51 . 0) 74 頭 (37 . 4)
2 439 。 ( 0  ) 413 (94 . 1 ) 26 ( 5 . 9) 
3 204 。 ( 0 ) 129 (63 . 2 )  75 (36 . 8) 

4 31 。 ( 0 ) 3 1  ( 0  ) 。 ( 0  ) 

オ オ タ バ コ ガ 1�2 19  。 ( 0  ) 18 (94 . 7) l ( 5 . 3) 
2�3 102 8 ( 7 . 8) 86 (84 . 3) 8 ( 7 . 8) 
3�4 56 。 ( 0  ) 36 (64 . 3) 20 (35 . 7) 
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え ら れ る 。 ま た ， ス ジ グ ロ チ ョ ウ や モ ン シ ロ チ ョ ウ の ア
オ ム シ コ マ ユパ チ に 対す る 卵 の 寄主血球 に よ る 包囲作用
(佐藤， 1988) な ど の現象が， 齢期 の 進 ん だ寄主 ほ ど影
響 し や す い こ と な どが考 え ら れ る が， 今後 さ ら な る 検討
が必要で あ る と 考 え ら れ る 。

250C， 1 6  L-8 D 条 件 下 で の 本 種 の 卵 ・ 幼 虫 期 聞 は
さ な ぎ

1O�13 日 ， 蝋 期間 は 7�8 日 (平均 7 . 3 日 ) で あ っ た 。

さ ら に本種 は 実験室 内 で 2 世代 ま で継代す る こ と がで き

た が， そ れ以降の継代飼育 は で き な か っ た 。 生物農薬的
な利用 を 目 標 と す る た め に は， 大量増殖 は必須条件であ

る の で， 今後 は 異 な る 系統を維持 し 交雑 を 図 る こ と や，

雌雄 を い か に し て う ま く 斉一 に そ ろ え る か の技術な どが

必要 と 考 え ら れ， 今後の研究 に つ な げて い き た い。

2 Meteorus pulchricornis ( ギ ン ケ ハ ラ ボ ソ コ マ

ユパチ )

M. ρulchricornis は， コ ナ ガ ( 岡 田， 1989) ， タ バ コ

ガ類 (高篠 ら ， 1998) ， マ イ マ イ ガ (南 ら ， 1999) な ど

の寄生蜂 と し て記載 さ れて い る ， コ マ ユ パチ 科の単寄生

性の蜂であ る 。 成虫の体長 は 4 . 5 mm 前後， 膨腹部の前

半 約 1/4 が黒色， 他 は 黄褐色 で あ り ， 長 径 4 . 5 mm 前

後， 短径 2 mm 前後の ラ グ ビー ボ ー ル型の茶褐色の繭を

形成す る 。 本県では， 現在 ま で に雌 し か確認 し て い な い

が， 雄が見 つ か っ た 報告 (高篠 ら ， 1998) も あ る 。

本種 は， タ バ コ ガ類 と ハ ス モ ン ヨ ト ウ で寄生 を確認 し

た が， 他 の ヤ ガ 科 幼 虫 で は 寄 生 は 認 め ら れ な か っ た

(表-1) 。 ま た ， 本種の寄生 に よ る ヤ ガ科幼虫 の死亡 は，

採集 し た す べ て の 齢 で認 め ら れ， タ バ コ ガ 類 で は 中 齢

で， ハ ス モ ン ヨ ト ウ で は 若~中 齢 で 高 い 傾 向 に あ っ た

(表一3) 。

次 に ， C. chlorideae と 同 様 に ， オ オ タ バ コ ガ， ハ ス

モ ン ヨ ト ウ ， ヨ ト ウ ガ を 寄主 と し て 室 内放飼試験を行っ
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た と こ ろ ， 野外採集個体か ら の 寄生 を認め な か っ た ヨ ト

ウ ガ で も 寄主 と な る こ と がわ か っ た 。 ま た ， オ オ タ バ コ
ガ と ハ ス モ ン ヨ ト ウ の す べ て の齢で寄生で き る こ と がわ
か り ， M. ρulchricornis は か な り 広 い 寄主範囲 を も つ こ

と が示唆 さ れ， そ の寄生率 は， 寄生蜂放飼時の寄主 の齢
が進 む ほ ど高 く な る 傾向 が認 め ら れた (表 5) 。 寄 主 の

齢 に 関わ ら ず産卵 ・ 寄生で き る の は ， ど の 齢 に産卵 し で

も 踊化 を 抑 え る こ と がで き る か ら だ と 考 え ら れ， 本種 は

寄主 に対す る 特殊化が進 ん でい る も の と 思わ れ た 。

と こ ろ で， ハ ス モ ン ヨ ト ウ の 250C条件下 で の 終齢 期
間 は 3�4 日 ， オ オ タ バ コ ガ で は 7�8 日 で あ り ， 本種が

終齢幼虫 に 産卵 し で も 寄主 の 経過 日 数か ら 考 え れ ば， 寄

生蜂が繭 に な る 前 に 踊化 し て し ま う は ず で あ る 。 こ の こ

と か ら ， 寄生蜂が寄主 の 生育 を 遅延 さ せ る こ と がで き る

と 考 え ら れ る 。 そ こ で， ハ ス モ ン ヨ ト ウ を 用 い て ， 寄生

蜂放飼時の寄主 の 齢 を変 え て 試験 を 行 い， 寄生蜂の 幼虫

が寄主体内 か ら 脱 出 す る ま での期間 (寄生蜂の卵 ・ 幼虫

期間) を調査 し た と こ ろ ， 寄生蜂放飼時の寄主 の 齢が若

い ほ ど， 寄主体内 か ら の脱出期聞が長 く な る 傾向 が認め

ら れ， 1 齢幼虫 で は 20 . 5 日 を 要 し た の に対 し， 3 齢幼虫

で は 12 . 5 日 ， 6 齢幼虫 で は 1 1 . 5 日 で あ っ た 。 ハ ス モ ン

ヨ ト ウ の 全齢人工飼料で の 経過 日 数 は l 齢 4 日 ， 2 齢 3

日 ， 3 齢 3 日 ， 4 齢 3 日 ， 5 齢 3 日 お よ び 6 齢 3�4 日 で

あ る の で， 寄生蜂放飼時の寄主 の齢が進む ほ ど寄主 自 身

の 生育が明 ら か に 遅 延 す る 傾向 に あ る こ と が わ か っ た

(表-6) 。

同 時 に ， 形成 さ れた繭の 大 き さ を 計測 し た と こ ろ ， 寄

生蜂放飼時の寄主の齢が進む ほ ど， 繭の大 き さ が大 き く

な っ た 。 す な わ ち ， 寄主の体内 に い る 期聞が短い ほ ど，

繭が大 き く な る 傾向 が認 め ら れ ( 図 2) ， 寄生蜂放飼時

の寄主の大 き さ ， つ ま り 寄生蜂 に と っ て の利用 で き る 資
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M. pulchicornis を放飼 し た 時の寄主昆虫 に対す る 寄生率表 - 5

死因不明 (%)
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90 (28 . 9) 
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表 - 6 M ρulchicornis の卵 ・ 幼虫期間 と ハ ス モ ン ヨ ト ウ の齢期 と の 関係

1齢 2齢

放飼時の

寄主 の齢
1 齢 2 齢

卵 ・ 幼虫期間 20�21 日 1O�17 日

平均値 20 . 5  14 . 1  

3齢 4齢 5齢 6齢
寄生蜂放飼時の寄主の齢

図 - 2 齢 の 異 な る ハ ス モ ン ヨ ト ウ に 寄生 し た M目 ρul.

chricornis の繭の大 き さ

. : 短径 ロ : 長径

源 (餌) の量が多 い寄主 ほ ど， 寄生蜂の寄主体内 に お け る

経過 日 数が短 く な り ， か つ 急速 に 成長 で き ， さ ら に そ の

繭 も 大 き く な る こ と が示唆 さ れた 。

寄主体内 に お け る M. ρulchricornis の生育期間 は ， 寄

主の齢 (大 き さ ) に よ り 変化す る が， 寄生蜂が羽化す る
さ な If

ま での期間 ( 嫡 期間) は ， 卵 ・ 幼虫期間 と は関係な く ，

250C条件下 で は， ほ ぽ 6----8 日 の 聞 で あ り ， 平均 6 . 9 :t

0 . 7 日 であ っ た 。

本種の継代飼育お よ び大量増殖に 着手 し て い る と こ ろ

であ る が， ハ ス モ ン ヨ ト ウ お よ びオ オ タ バ コ ガ を 寄主 と

し て ， 現在 ま で に 8 世代 を継代す る こ と がで き た 。 本種

は前述 し た よ う に ， 産雌単為生殖であ る と 考 え ら れ る た

め， 寄主 の準備が整 っ て い れ ば， 増殖は容易 であ る と 思

わ れ る 。 さ ら に 羽化 し た 成虫 は ， 餌 と し て 砂糖水 を与 え

て い れ ば 250Cで は 約 20 日 ， 50C に お い て は 2 か 月 以上

の長期保存が可能で あ り ， 冷蔵保存 し た 成虫 は正常 に 産

卵 ・ 寄生す る こ と も 確認で き た 。

ま た ， 放飼期聞 を 変 え て 寄生率 を 調査 し た と こ ろ ， 放

飼 24 時間で も 産卵 ・ 寄生 す る こ と は 可能で あ り ， 寄生

率 は 約 30% で あ っ た 。 し か し， 放飼期 間 が長 く な る ほ

ど寄生率 は 向上す る 傾向 に あ り ， 6 日 間の放飼で約 70%

の寄主が寄生 さ れ る こ と が確か め ら れた (表ー7) 。

以上の こ と か ら ， M. ρulchricornis は ハ ス モ ン ヨ ト ウ

や オ オ タ バ コ ガ幼虫 の す べ て の齢期 に 寄生す る こ と がで

き る が， 寄主が若齢 に な る ほ ど そ の寄生率が低下 し ， ま

た寄生期聞が長 く な る 傾向 に あ っ た 。 さ ら に 本種の放飼

期聞が長い ほ ど寄生率 は 向上す る が， 放飼期間が長 け れ

ば長 い ほ ど， 継代す る サ イ ク ル は長 く な り ， ま た 寄主が

3 齢 4 齢 5 齢 6 齢

9�16 日
12 . 5  

1O�15 日
13 . 。

9�15 日
1 1 . 8  

1O�14 日
1 l . 5  

表 - 7 M. 仰lchicornis の 放飼期 間 と ハ ス モ ン ヨ ト ウ 3�4 齢幼

虫 に対す る 寄生率

放飼期間 供試虫数 寄生数 ( % ) 婿化数 (% ) 死因不明 (% )

1 日 85 頭 25 頭 (29 . 4) 49 頭 (57 . 6) 1 1 頭 02 . 9)

2 85 19  (22 . 4) 42  (49 . 4) 24 (28 . 2) 

3 83 33 (39 . 8) 25 (30 . 1 ) 25 (30 . 1 ) 

4 51 33 (64 . 7) 7 03 . 7) 1 1  (2l . 6) 
5 36 22 (61 . 1 ) 1 ( 2 . 8) 13  (36 . 1 ) 

6 62 46 (74 . 2) 2 ( 3 . 2) 1 4  (22 . 6) 
7 29 19  (65 . 5) 。 ( 0 ) 10  (34 . 5) 

8 16 12 (75 . 0) 1 ( 6 . 3) 3 08 . 8) 

餌不足 に 陥 る 可能性 も 高 く な る 。 寄主昆虫 を 飼育す る 労

力 を 考 え る と ， な る べ く 手聞 は か け た く な い 。 そ こ で，

本種の継代飼育法 と し て ， 筆者 ら は寄主 を ハ ス モ ン ヨ ト

ウ の 3----4 齢 と し ， 放飼期間 を 4----5 日 に す る の が適当 と

考 え ， こ の 方法 に よ り 現在継代飼育 を行 っ て い る 。

3 Microplitis mediator 
M. mediator は コ マ ユパ チ 科の単寄生性の 蜂で， 成虫

の体長 は 3 . 5----4 mm 程度， 全身黒色 を 呈 す る 。 繭 は 長

径 4 mm 前後， 短径 1 . 6----2 mm の 笹色 で あ る 。 こ れ ま

で に ， ヨ ト ウ ガ， シ ロ モ ン ヤ ガ， タ マ ナ ギ ン ウ ワ パ

(奥 ・ 小林， 1974) ， フ ク ラ ス ズ メ (安松 ・ 渡辺， 1964) ，  

ア ワ ヨ ト ウ (佐藤， 1988) な ど の寄生蜂 と し て 記載 さ れ

て い る 。

神奈川 県 に お け る 寄生率 は 高 く は な く ， タ バ コ ガ 類

(3 個体) と ハ ス モ ン ヨ ト ウ ( 1 個体) で は 採集 個 体 の

0 . 3%， ヨ ト ウ ガ で は わ ずか に 高 く 3 . 7% (7 個体) で あ

り ， 他 の ヤ ガ 科 幼 虫 か ら の 寄 生 は 確認 で き な か っ た

(表 1) 。

4 ト ピ コ パ チ科の一種

本種 は採集 し た ウ ワ パ類 に の み寄生 (2 個体) が確認

さ れ た 多 寄生 の 蜂 で あ り ， 寄生数 は 極 め て 少 な か っ た

(表ー1) 。 ウ ワ パ類幼虫が繭 を作 る 前後 に ， 踊化す る こ と

な く 体全体が黄 白 色 に 固 ま っ た よ う に な る 。 よ く 見 る

と ， 本種の幼虫が寄主 の体全体 を埋め つ く し ， 小 さ い繭

を多数形成 し て い た 。 ウ ワ パの 幼虫 は そ の姿 を残 し た ま

ま ， ま る で 「雷 お こ し 」 の よ う に ， そ の繭で埋め つ く さ

れて い た 。 そ の後， 数千頭の成虫が羽化 し て く る 。

本種 は岩淵 (1993) や金子 (1993) が報告 し て い る キ

一一一 23 一一一
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表 - 8 ヤ ド リ パエ科の 1 種 を 放飼 し た 時の寄主昆虫 に対す る 寄生率

寄主昆虫 寄主の齢 供試虫数 寄生数 (%) 嫡化数 ( % ) 死因不明 ( % )

ハ ス モ ン ヨ ト ウ 4 67 頭 1 頭 ( 1 . 5) 48 頭 (71 . 6) 18 頭 (26 . 9)
5 58 6 ( 10 . 3) 54 (93 . 1) 4 ( 6 . 9) 
6 51 13 (25 . 5) 27 (52 . 9) 24 (47 . 1 ) 

オ オ タ バ コ ガ 4 13 2 ( 15 . 4) 10 (76 . 9) 3 (23 . 1 ) 
5 23 。 ( 0  ) 19 (82 . 6) 4 ( 17 . 4) 

. . 鏑か ら 寄生パ エ が脱出 す る こ と も あ る た め， 率の和が 100% に な ら な い場合が あ る .

ン ウ ワ パ ト ピ コ パ チ Copidosoma fioridanum と 考 え ら

れ る が， 同定は行っ て い な い。 岩淵 (1993) に よ れば，

本種の雌成虫 は 寄主 に 1�2 卵 を 産卵 す る が， 最終的 に

寄主 か ら 羽化 し て く る 成虫 の 数 は 2 . 000�3 . 000 頭 に も

な る と い う 。 こ れ は， 産下 さ れた卵が桑実匹 を形成 し ，

さ ら に 桑実匪全体で分裂 し ， 多匪 に な り 集合体 を作 る ，

非常 に 特殊な匪発生 を行 う か ら だ と 述べて い る 。

E ヤガ科書虫の寄生パ エ

ヤ ガ科害虫 に 寄生 し て い た ハ エ は ， ヤ ド リ パエ科の一

種 と 考 え ら れ， ウ ワ パ類 と カ ブ ラ ヤ ガ を 除 い た ほ か の幼

虫 で寄生 を 確認 し ， そ の 寄生率 は タ バ コ ガ 類 で 1 . 8%

( 16 個体) ， ハ ス モ ン ヨ ト ウ 2 . 8% ( 1 1 個体) ， ヨ ト ウ ガ

3 . 7% (7 個体) ， シ ロ モ ン ヤ ガ 14 . 8% (8 個体) お よ び

シ ロ シ タ ヨ ト ウ 100% (1 個体) で あ り ， 10 月 以降の本

県の主要な寄生性天敵で あ っ た (表-1， 図-1 ) 。

12 月 以降 に キ ャ ベ ツ 畑 で採集 し た シ ロ モ ン ヤ ガ は越

冬状態 に 入 っ て い る も の と 考 え ら れ る の で， 本種 も C

chlorideae と 同様 に 幼虫越冬す る 昆虫 に 寄生 し ， 冬 を越

す も の と 考 え ら れ る 。 し か し ， 本寄生パエ の寄生は神奈

川 県 で は 10 月 上旬 か ら で あ り ， そ れ以前 は確認 し て い

な い こ と か ら (図一1) ， 春 か ら 夏 に か け て ど こ で ・ 何 に

寄生 し て い る か を調査す る 必要があ る と 思わ れ る 。

本種 に よ る 寄生 は ， 幼虫お よ び踊化 し た個体か ら も 認

め ら れ， そ の 寄 生 数 は ほ ぼ 1 頭 で あ っ た が， 中 に は

2�3 頭の複数の寄生が行わ れ て い る 個体 も 認 め ら れた 。

ま た ， 1 例 だ け で あ る が， M. ρulchricornis が脱出 し た

後の タ バ コ ガ類幼虫か ら も 本種の寄生が観察 さ れた 。

野外採集個体の寄生パエ に よ る 死亡 は， 若齢幼虫か ら

は確認で き ず， 中~老齢幼虫 の み で見 ら れ， 寄主の齢が

進 む ほ ど寄生率が高 く な る 傾 向 が認 め ら れ た (表-3) 。

そ こ で， ハ ス モ ン ヨ ト ウ お よ びオ オ タ バ コ ガ を 寄主 と し

て 室内放飼試験 を行っ た と こ ろ ， 野外採集個体 と 同様 に

寄生パエ放飼時の寄主の齢が進 む ほ ど寄生率 は高 く な る

傾向 に あ っ た が (表-8) ， オ オ タ バ コ ガ を 寄主 と し た 場

合 に は 5 齢幼虫で は寄生 は確認で き な か っ た 。 ま た ， 実

験 室 内 で は 2 世代 ま で 継 代 す る こ と が で き た が， c.

chlorideae と 同様 に そ れ以上の継代飼育 は筆者 ら の 方法

で は ま だ成功 し て い な い。
さ な 宮

本寄生パ エ の 嫡 期聞 は 250C条件下 で は 平均 1 1 . 2 日 で

あ り ， ま た成虫 は 1 頭の寄主 に 1�19 個の卵 を体表上 に

産卵す る こ と が観察 さ れた。

お わ り に

神奈川 県 に お け る ヤ ガ科害虫 の寄生性天敵 は ， 多種多

様 に わ た っ て い た 。 調査 を 続 げ れ ば さ ら に有望な天敵が

得 ら れ る 可能性 も あ る 。 今回確認 し た C. chlorideae と

M. pulchricornお お よ びヤ ド リ パエ は ， 発生す る 時期 や

寄生特性が異 な る こ と か ら ， 利 用 法 に よ っ て は非常 に 面

白 い生物資材 に な る と 考 え ら れ る 。 ま た ， こ れ ら の 天敵

に影響の少な い薬剤 を 選択 し ， 土着の 天敵 を 温存す る 技

術 を 開発す る 必要 も あ る と 思わ れ る 。 さ ら に ， 野外や施

設内での放飼試験 を 行い ， 有効な デ ー タ が集 ま れ ば， こ

れ ら の天敵 を 大量増殖 し て 供給す る 技術 も 必要 と な る と

思わ れ る 。

さ ら に ， 寄生性天敵の人工飼育や人工寄主 の 開発 も ，

天敵の生物的防除 法 へ の 応用 の み な ら ず， 天 敵 の 生 態

学 ・ 行動学的研究 を 行 う た め に も 必要 な 技術開発だ と 考

え ら れ る 。 今後の研究の発展 に 期待 し た い。

引 用 文 献
1 ) 後藤千枝 ら (1986) : 応動昆 30 ( 3 )  : 205-207. 
2) 岩淵喜久男 ( 1993) : 遺伝 4 7 ( 10) : 71-76. 
3) 金子順一 (1993) : 向上 37 ( 1 )  : 22-24. 
4) 南 智子 ら (1999) : 向上 43 ( 4 ) : 169-174. 
5) 中沢啓一 (1970) : 植物防疫 24 ( 1  ) ・ 17-20.
6) 野田隆志 ( 1997) : 向上 51 ( 1 ) : 20-24. 
7) 岡 田利承 (1989) : 応動昆 33 ( 1 )  : 17-23. 
8) 奥 俊 夫 ・ 小 林 尚 (1974) : 東 北 農 試 研 報 47 : 

165-179. 
9) 佐藤芳文 (1988) : 寄生パ チ の世界， 東海大学出版会， 東

京. 242 pp. 
10) 高篠賢二 ら (1998) : 四国植防 33 : 49-55. 
1 1 ) 筒 井 等 ・ 本 間 健 平 ( 1985) : 北 日 本 病 虫 研 報 36 : 

48-49. 
12) 安松京三 ・ 渡辺千 尚 (1965) : 日 本産害虫の天敵 目 録

第 2 編 害虫 ・ 天敵 目 録 116 pp.

一一一 24 一一一


